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長
野
教
区
の
青
年
会
で
は
、

青
年
向
け
の
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
私
が

講
師
と
な
っ
て
開
催
し
た
六
月

の
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
時
、Zoom

（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
）

の
画
面
に
は
通
常
、
参
加
者
の

顔
が
写
る
の
で
す
が
、
顔
の
表

示
が
ま
っ
た
く
な
く
、
「
耳
だ

け
」
（
顔
は
出
し
ま
せ
ん
と
い

う
意
思
表
示
）
が
並
び
ま
し
た
。

ま
た
、
講
話
が
終
わ
っ
た
と
き
、

感
想
や
質
問
を
聞
き
た
い
と
思

い
、
司
会
者
に
「
ど
な
た
か
指

名
し
て
、
感
想
を
」
と
い
う
と
、

「
そ
れ
も
し
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
」
と
い
う
答
え
で
し

た
。私

は
、
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
顔
を
出
す
こ
と
は
当
た
り
前

で
、
講
師
の
一
方
的
な
話
し
だ

け
で
は
な
く
、
皆
さ
ん
の
感
想

も
知
り
た
い
と
思
っ
た
の
で
す

が
、
そ
れ
は
断
念
し
ま
し
た
。

さ
て
、
ど
う
し
た
も
の
か
。

次
回
の
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

企
画
会
義
に
出
席
し
た
お
り
、

降
り
て
き
た
の
が
、
「
耳
だ
け

参
加
」
が
今
の
青
年
の
感
覚
な

ら
ば
、
「
い
っ
そ
ラ
ジ
オ
番
組

風
に
し
よ
う
」
と
い
う
ア
イ
デ

ア
で
し
た
。
謳
い
文
句
は
、

・
顔
出
し
不
要

・
感
想
を
求
め
ま
せ
ん

・
途
中
退
出
自
由

な
ど
で
す
。

内
容
は
、
総
裁
・
谷
口
雅
宣

先
生
の
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
の

「
伸
び
ゆ
く
日
々
の
言
葉
」
シ

リ
ー
ズ
か
ら
一
話
を
聴
い
た
あ

と
、
私
が
講
師
と
い
う
よ
り
、

ラ
ジ
オ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と

な
っ
て
、
リ
ス
ナ
ー
か
ら
の
質

問
に
答
え
た
り
、
青
年
に
関
心

の
あ
る
話
題
を
取
り
上
げ
て
教

え
の
話
し
を
す
る
と
い
う
形
で

進
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ラ
ジ
オ
風
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
七
月
、
八
月
と
開
催
し

た
と
こ
ろ
、
反
応
は
概
ね
好
評

で
し
た
。
「
気
軽
に
聴
け
る
」

「
畑
で
聴
い
た
」
な
ど
。

谷
口
純
子
先
生
は
、
ご
著
書

『
夢
の
地
平
線
』
の
中
で
、

「
私
た
ち
の
目
の
前
に
起
こ
る

出
来
事
は
、
必
ず
何
か
を
教
え

て
く
れ
て
い
る
」
（
五
二
頁
）

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
青
年
の
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ラ
ム
参
加
者
か
ら
「
顔
出
し
は

し
な
い
」
「
感
想
は
言
わ
な
い
」

と
い
う
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
と

受
け
止
め
た
こ
と
で
、
ラ
ジ
オ

風
ス
タ
イ
ル
と
い
う
ア
イ
デ
ア

が
誕
生
し
た
の
で
し
た
。

シ
ー
オ
ー
ツ
ー
そ
う
聞
こ
え
た

り
法
師
蝉

連
山
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教
化
部
長

山
岡

睦
治

あなたの愛で

自然を守ろう

大自然の恩恵に

感謝しましょう

祝日には

国旗を掲げて

奉祝しましょう！

紙
媒
体
の
『
し
ら
か
ば
』
十
月
号
に
は
、
本
枠
内

に
総
裁
・
谷
口
雅
宣
先
生
の
新
刊
書
『
二
百
字
日
記

１
』
よ
り
10
月
９
日
の
日
記
文
を
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
国
際
本
部
か
ら
の
著
作
権
に
関
す
る

指
導
に
よ
り
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
媒
体
で
の
先
生
の
ご
文
章
の

掲
載
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
告
知
板
】

十
月
の
〝
ハ
ー
ブ
カ
フ
ェ
〟

（
長
野
県
教
化
部
）
の
開
店
日

◆
十
一
日
（
土
）

午
後
一
時
～
三
時

十
月
の
〝
ラ
ジ
オ
風
ネ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ラ
ム
〟
の
開
催
日

◆
二
十
七
日
（
月
）

午
後
一
時
三
Ｏ
分
～

二
時
一
五
分
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定
期
役
員
改
選
に
あ
た
っ
て

白
鳩
会
教
区
連
合
会
長

小
松

智
子

無
（
－
）
か
ら
有
（
＋
）
へ

松
本
相
愛
会

大
和

光
男

転
が
る
南
瓜

個
性
た
っ
ぷ
り

そ
の
ま
ま
で

倭

草
む
ら
に

生
れ
つ
隠
れ
つ

蜆
蝶

倭

色
づ
き
し

街
路
樹
の
葉
に

日
の
透
け
て

洋
子

空
を
染
め

秋
の
夕
暮
れ

に
じ
み
ゆ
く

洋
子

※
随
時
、
皆
様
か
ら
の

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

(

投
稿
は
編
集
部
宛)
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私
は
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
、

三
人
の
母
と
出
会
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

生
母
は
、
昭
和
六
十
年
に
昇

天
致
し
ま
し
た
。

○
生
母
に
よ
せ
て
の
近
詠

吾
れ
編
み
し
母
の

遺
句
集
ひ
ら
く
時

自
然
を
読
み
し

お
も
か
げ
う
か
ぶ

私
は
、
母
に
対
し
て
頑
な
に

心
を
閉
ざ
し
て
い
た
時
期
に
も

（
生
長
の
家
の
御
教
え
の
お
か

げ
で
、
今
は
た
だ
た
だ
感
謝
の

み
の
思
い
で
す
）
母
の
俳
句
を

作
っ
て
い
る
姿
だ
け
は
好
き
で

し
た
。
植
物
を
は
じ
め
自
然
を

愛
し
慈
し
ん
で
い
た
母
で
し
た

の
で
、
そ
れ
が
俳
句
に
も
繋
が
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
、
今

も
折
に
ふ
れ
て
は
な
つ
か
し
む

私
で
す
。

継
母
は
、
平
成
三
十
年
に
昇

天
致
し
ま
し
た
。

○
継
母
に
よ
せ
て
の
近
詠

子
ど
も
等
を
預
け
し
時
の

母
の
言
う

口
ぐ
せ
は
い
つ
も

「
に
ぎ
や
か
が
好
き
」

子
ど
も
が
好
き
で
、
子
ど
も
が

幼
き
頃
、
こ
と
に
次
男
出
産
時

に
は
長
男
を
預
か
っ
て
く
れ
た

り
、
次
男
誕
生
後
も
折
に
ふ
れ

二
人
の
子
ど
も
の
面
倒
を
み
て

く
れ
た
り
し
た
事
は
、
忘
れ
ら

れ
な
い
思
い
出
で
す
。

義
母
は
、
平
成
三
十
一
年
に

昇
天
致
し
ま
し
た
。

○
義
母
を
詠
み
て
（
二
十
五
年

前
に
詠
み
ま
し
た
）

今
日
も
ま
た
母
は
畑
に

い
で
に
け
り

土
に
生
く
る
を

糧
と
す
ご
と
く

野
菜
作
り
が
上
手
で
、
我
家
の

食
卓
と
心
を
潤
し
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
幸
せ
な
介
護
を

さ
せ
て
頂
き
、
大
き
な
生
き
る

力
に
も
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
生
母
の
縁
か
ら
出

会
え
た
生
長
の
家
の
信
仰
を
支

え
に
歩
ん
で
ゆ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

講師会

母
を
詠
む

地
方
講
師

斉
藤

洋
子

さ
く
さ
く
と
草
刈
る
音
の
さ
わ
や
か
さ

や
れ
ば
出
来
る
の
吾
も
さ
わ
や
か

村
田

雪
子

夫
病
み
て
畑
仕
事
の
ま
ま
な
ら
ず

つ
ま

離
り
住
む
息
子
ら
折
々
に
来
る

さ
か

太
田
喜
榮
子

杖
を
つ
き
や
ふ
や
ふ
畑
に
立
て
る
夫

家
族
ラ
イ
ン
に
写
メ
ー
ル
を
す

太
田
喜
榮
子

今
は
亡
き
姉
に
連
れ
ら
れ
練
成
会
に

学
び
を
頂
く
二
十
年
余
前牛

山
よ
し
み

学
び
し
み
教
へ
を
心
に
置
き
て

あ
れ
か
ら
今
に
感
謝
に
て
生
く

牛
山
よ
し
み

栗
の
実
の
落
つ
る
音
吸
う
し
ず
け
さ
の

街
つ
つ
む
朝
に
秋
は
に
じ
み
て

あ
し
た

斉
藤

洋
子

露
し
げ
く
お
り
た
る
秋
の
田
に
入
れ
ば

土
の
い
き
づ
き
静
か
に
つ
た
え

斉
藤

洋
子

※
随
時
、
皆
様
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

(

投
稿
は
編
集
部
宛)

り
ん
ご

嶋
田

早
苗

お
菓
子

猪
俣
マ
リ
ア

ぶ
ど
う

栗
林

邦
子

お
菓
子

江
川･

ア
ラ
シ･

日
出
美

野

菜

塚
原

好
男

フ
ル
ー
ツ

白
鳥

美
代

お
菓
子

折
橋

操
子

お
は
ぎ

土
屋

好
正

お
菓
子

小
澤

俊
治（敬

称
略
）

９
月
秋
季
慰
霊
祭
・
先
祖
供
養
祭

小
泉

房
子

山
岡

睦
治

大
和
千
恵
子

折
橋

政
市

小
松

智
子

小
澤

俊
治

手
塚
香
お
る

平
谷
美
佐
子

鈴
木

厚
子

等
々
力
逸
恵

丸
山

仁
子

平
谷
美
佐
子

（
敬
称
略
）

奉

納

御

礼

◇
ご
奉
納
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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スマートフォンから入れます。

神想観 讃歌読誦

４日(土) 塚原 好男 小口 壽子

５日(日) 小松 智子 栗林 邦子

１１日(土) 教化部長 鈴木 厚子

１２日(日) 北原 理惠 太田喜榮子

１８日(土) 小松 一教 斉藤 洋子

１９日(日) 大和 光男 小泉 房子

２５日(土) 教化部長 長谷尾美眞貴

２６日(日) 塚原 好男 手塚香おる

※開催時間は６時からです

ラインで配信しています。参加希望の方は

教化部までご連絡下さい。

教化部早朝行事 (オンライン）

讃歌読誦：『聖使命菩薩讃偈』
『飛鳥讃歌』

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 ９８７ ６ ５４ ３２１日

金木 水 火 月 日 土 金 木水火 月 日土金 木 水火月日土金 木水火 月 日土 金木水曜

休
館
日

10
時
谷
口
清
超
大
聖
師
17
年
祭
〔
森
の
中
の
オ
フ
ィ
ス
〕

13
時
半

青
年
会
ラ
ジ
オ
風
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

10
時(

白)

地
区
連
長
担
当
部
長
会
議

13
時(

講)

研
修
会

休
館
日

自
然
の
恵
み
フ
ェ
ス
タ
＆
オ
ー
プ
ン
食
堂

10
時
半

先
祖
供
養
祭
／
フ
ェ
ス
タ
準
備

休
館
日

【
ス
ポ
ー
ツ
の
日
】

休
館
日

11
時

長
野
自
然
林
散
策
（
茅
野
平
）

13
時
半(

講)

推
進
部
会

休
館
日

13
時

(

白)
正
副
会
議

13
時
半

青
少
年
育
成
会
議

10
時

職
員
会
議

10
時

五
者
会
議

10
時
半

生
教
会
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

16
時(

栄)

役
員
会

休
館
日

13
時
半

聖
使
命
会
感
謝
奉
納
祭
Ｎ
Ｆ
／
聖
使
命
会
議

10

月

行

事

予

定

誌 友 会 の ご 案 内

幸
福
へ
の
近
道
は

神
さ
ま
と
つ
な
が
る

聖
使
命
会
員
に
！

★
次
の
方
々
の
「
聖
魂
」
が
新
た

に
生
長
の
家
総
本
山
龍
宮
住
吉
本

宮
の
宝
筐
に
奉
安
さ
れ
、
生
長
の

家
の
大
神
よ
り
永
遠
の
祝
福
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

護
持
会
員
（
敬
称
略
）

常
念

２
名

桔
梗

１
名


